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朝
が
来
て
目
が
覚
め
た
ら
真
っ
先
に

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
み
な
さ
い
、
と
父

や
母
か
ら
し
つ
け
ら
れ
て
育
っ
た
人
は
、

か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
訓
と
言
う
の
は
少
し
オ
ー
バ
ー
に
し
て

も
、
古
く
か
ら
多
く
の
家
庭
で
、「
忘
れ
て

は
い
け
な
い
よ
」
と
親
か
ら
子
に
脈
々
と

伝
わ
っ
た
「
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
の

慣
行
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
の

健
康
を
守
る
こ
と
が
、
た
っ
た
一
杯
の
水

で
済
む
の
で
す
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
先
人

の
知
恵
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
心
し
ま
す
。

　

人
間
の
体
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
体

重
の
約
3
分
の
1
は
水
分
が
占
め
て
い
ま

す
が
、
日
常
的
に
は
１
日
に
約
2
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
を
飲
み
物
や
食
べ
物
か
ら
体
内

に
取
り
入
れ
、
ほ
ぼ
同
量
の
水
分
を
小
水

や
汗
と
し
て
体
外
に
送
り
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
夜
に
な
っ
て

眠
っ
て
い
る
時
も
水
分
は
皮
膚
か
ら
排
出

を
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

も
う
お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、
朝
の
起

き
抜
け
の
水
は
何
よ
り
も
夜
に
失
っ
た
水

分
の
補
給
で
あ
る
こ
と
で
す
。
早
い
話
、

水
分
が
不
足
す
る
と
便
は
硬
く
な
り
詰
ま

り
ま
す
か
ら
、
効
能
の
第
一
番
に
便
秘
の

解
消
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子

新
陳
代
謝
を
促
し
、
便
秘
の
解
消
に
も

大
き
な
役
割
を

供
で
も
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
同
時
に
、
朝
の
水
は
腸
の
動
き

を
活
発
に
す
る
働
き
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
「
腸
の
蠕
動（
ぜ
ん
ど
う
）」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
ね
。
食
べ
物
の
カ

ス
は
、
腸
が
収
縮
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
腸
内
を
通
過
し
、
肛
門
か
ら
排
出

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
動
き
は
虫
が
う
ご
め

く
の
と
似
て
い
る
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
っ
て
欲

し
い
の
は
、
朝
の
水
は
蠕
動
の
活
発
化
を

促
す
こ
と
で
す
。
朝
起
き
て
す
ぐ
、
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
一
日
の
始
ま
り
の
朝
に
飲
む
水

は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
も
促
し
、
自
律
神

経
を
整
え
ま
す
。
新
陳
代
謝
と
は
古
い
も

の
が
新
し
い
も
の
に
交
代
す
る
こ
と
で
す

が
、
人
間
で
言
え
ば
細
胞
が
若
返
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
と
朝
は
精
神
的
に
爽
や
か
さ

を
も
た
ら
し
ま
す
。
子
供
の
頃
に
馴
れ
親

し
ん
だ
「
朝
だ
朝
だ
よ
」
で
始
ま
る
「
朝

だ
元
気
で
」
の
歌
は
、
一
杯
の
水
の
付
加

に
よ
っ
て
、
よ
り
強
固
に
元
気
づ
け
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　

朝
の
水
は
一
般
庶
民
の
日
常
生
活
の
中

か
ら
生
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
健
康
の

知
恵
と
言
え
ま
す
が
、「
怖
い
病
気
を
防

朝
だ
け
で
な
く
、
寝
る
前
に

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
激
奨
す
る
説
も

ぐ
た
め
に
是
非
と
も
就
寝
前
に
も
コ
ッ
プ

一
杯
の
水
を
飲
む
よ
う
に
」
と
、
予
防
医

学
の
立
場
か
ら
力
説
し
て
い
る
医
師
が
い

ま
す
。
寄
生
虫
の
研
究
者
と
し
て
世
界
で

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
言
わ
れ
る
免
疫

学
者
の
藤
田
紘
一
郎
・
東
京
医
科
歯
科
大

名
誉
教
授
で
す
。
な
ぜ
寝
る
前
に
も
必
要

か
と
言
う
と
、
人
間
は
睡
眠
中
に
大
量
の

汗
を
か
い
て
水
分
を
失
い
、
明
け
方
に
致

死
率
の
高
い
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
を
発
症

す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
か
ら
で
す
。

　

先
生
に
よ
る
と
、
人
間
が
就
寝
中
に
失

う
水
分
は
、
皮
膚
か
ら
の
汗
の
ほ
か
呼
吸

に
よ
る
水
分
の
放
出
も
加
え
る
と
、
一
晩

で
約
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
多
い
時
は

1
リ
ッ
ト
ル
も
に
及
び
ま
す
。
こ
れ
だ
け

減
れ
ば
朝
ま
で
に
体
は
カ
ラ
カ
ラ
、
血
液

は
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
ド
ロ
ド
ロ
血
が
脳

で
詰
ま
れ
ば
脳
梗
塞
、
心
臓
で
詰
ま
れ
ば

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
血
液
の
ド
ロ
ド
ロ
化
が
明
け

方
の
何
時
ご
ろ
起
き
る
か
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
夜
中
の
い
つ
で
も
い

い
よ
う
に
、
就
寝
前
に
予
防
の
水
が
必
要

な
の
で
す
。
そ
こ
で
先
生
は「
寝
る
前
の

一
杯
の
水
は
宝
水
、目
覚
め
の
水
は
生
命

の
源
」と
、極
め
て
分
か
り
や
す
い
フ
レ
ー

ズ
で
、
水
分
の
補
給
は
夜
と
朝
に
欠
か
せ

な
い
と
説
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
主
旨
は
理
解
で
き
て
も

夜
中
に
ト
イ
レ
で
起
き
る
の
は
辛
い
か
ら

寝
る
前
の
水
は
勘
弁
し
て
、
と
い
う
人
が

多
く
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
先
生
は「
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
死
ん
だ
り
寝
た

き
り
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、

ト
イ
レ
に
起
き
る
く
ら
い
は
何
で
す
か
」

と
反
論
し
ま
す
。「
宝
水
」と
は
生
を
つ
な

ぐ
水
の
こ
と
。生
き
る
か
ト
イ
レ
か
、こ
れ
は

個
々
の
判
断
に
任
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
飲
み
水
と
言
え
ば
昔
は
井
戸
水
で

一
本
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
水
道

水
を
別
格
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
天

然
水
、
海
洋
深
層
水
な
ど
市
販
品
も
多
く

出
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
地
下
水
で

も
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）の
規
定
で
カ

ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
含
有
量
の

多
い
も
の
は
硬
水
、
少
な
い
も
の
は
軟
水

と
分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
水
は
ほ
ん
の

一
部
を
除
い
て
、
飲
み
や
す
い
と
言
わ
れ

る
軟
水
で
、
水
道
水
も
同
じ
で
す
。
た
だ

水
道
水
は
カ
ル
キ
臭
い
と
苦
手
な
人
は
、

前
日
に
沸
騰
さ
せ
て
白
湯
に
し
て
、
常
温

で
飲
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
硬
水
は
少
な

く
、
北
欧
産
の
天
然
水
が
そ
う
と
思
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
朝
の
水
は
体
を
引
き
締

め
た
い
か
ら
か
、
冬
で
も
冷
水
が
好
ま
れ

て
い
ま
す
。
夜
の
水

は
、
ア
ル
カ
リ
性
の

軟
水
、
常
温
が
先
生

の
お
勧
め
で
す
。

【
筆
者
紹
介
】
大
谷
克
弥（
お
お
た
に
・
か

つ
や
）　

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北

福
祉
大
学
講
師
。
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
会
員
。
読
売
新
聞
社
出
身
、在

職
中
に
長
期
連
載「
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
」を

創
設
。現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、
講
演

活
動
な
ど
に
従
事
。

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
大
谷 

克
弥

朝
、起
き
抜
け
に
飲
む
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
の
様
々
な
効
能

朝
、起
き
抜
け
に
飲
む
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
の
様
々
な
効
能
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6
月

　
　

18
日
㈭　

⃝県
第
8
回
通
常
総
会（
書
面
）

7
月

　
　

22
日
㈬　

⃝県
第
1
回
研
修
委
員
会（
セ
ン
チ
ュリ
ー
21
）

　
　

27
日
㈪　

⃝県
第
1
回
広
報
委
員
会（
セ
ン
チ
ュリ
ー
21
）　

　
　

30
日
㈭　

⃝中
青
連
協　

会
長
会
議（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

8
月

　
　

3
日
㈪　

⃝県
青
連
協
第
1
回
理
事
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

3
日
㈪　

⃝県
法
人
会
広
島
県
青
年
の
集
い
第
1
回
実
行
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

27
日
㈭　

⃝県
第
1
回
厚
生
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

27
日
㈭　

⃝県
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

4
月

　
　

14
日
㈫　

第
1
回
正
副
会
長
会（
中
止
）

　
　

21
日
㈫　

第
1
回
理
事
会（
書
面
）

　
　

22
日
㈬　

⃝青
第
30
回
通
常
総
会（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

24
日
㈮　

⃝女
第
30
回
通
常
総
会（
二
葉
）

5
月

　
　

20
日
㈬　

⃝青
第
1
回
正
副
委
員
長
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

6
月

　
　

4
日
㈭　

第
10
回
通
常
総
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

7
月

　
　

21
日
㈫　

臨
時　

正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

28
日
㈫　

第
1
回
広
報
委
員
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

29
日
㈬　

事
務
局
w
e
b
会
議（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　

31
日
㈮　

⃝青
第
2
回
正
副
委
員
長
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

8
月

　
　

4
日
㈫　

第
1
回
総
務
委
員
会（
オ
リ
エン
タ
ル
）

　
　

11
日
㈫　

第
1
回
研
修
委
員
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

18
日
㈫　

第
2
回
広
報
委
員
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

25
日
㈫　

第
1
回
組
織
委
員
会（
ニュー
ヒ
ロ
デ
ン
）

日
録

日
録

広
島
東
法
人
会
報
（
第
１
６
9
号
）

２
０
２
０
年
９
月
発
行

発
行
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公
益
社
団
法
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広
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U
RL

：http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/hiroshim
ahigashi/
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刷　

株
式
会
社 

中　

本　

本　

店

表

紙

の

説

明

●
今
回
の
「
広
島
町
並
み
今
昔
」
は
、
県
庁
の
北
側
に
位
置

す
る
「
広
島
市
民
病
院
」
で
す
。
HP
に
よ
る
と
年
間
の
手
術

件
数
は
1
万
件
を
超
え
、
高
度
な
手
術
だ
け
で
な
く
様
々
な

専
門
診
療
科
の
そ
ろ
っ
た
総
合
力
が
生
か
せ
る
病
院
と
あ

り
ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
い
つ
も
と
は
異
な
る
緊
張
感
が
強
く
な
る
思
い
を
お
持

ち
と
い
う
こ
と
で
、
医
療
関
係
者
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

■事
■務
■局
■だ
■よ
■り

■全
■法
■連
■・
■中
■法
■連
■・
■県
■法
■連
■だ
■よ
■り

《
編
集
後
記
》

《
南
口
義
幸
事
務
局
長
退
職
あ
い
さ
つ
》

　

6
月
末
日
を
も
っ
て
、
定
年
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
に
7
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
再
出
発
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
法
人

会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 《
藤
井
悟
事
務
局
長
就
任
あ
い
さ
つ
》

　

7
月
1
日
付
で
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
藤
井
で
す
。
40

年
余
り
国
税
の
職
場
に
勤
め
、
2
年
前
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

事
務
局
近
く
に
お
い
で
の
節
は
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
前
任
の
南
口
さ
ん
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�

神
奈
川
、
愛
知
、
広
島
と
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
で
オ
ン
ラ
イ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。
ス
マ
ホ
画
面
の
中
は
、
元
気
な

笑
顔
で
し
っ
か
り
３
密
。�

（
永
尾
）

●��

乗
り
遅
れ
に
ご
注
意
！！
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
準
備
お
忘
れ
な

く
。

　

さ
あ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
か
ら
…�

（
市
原
） 小川青年部会長から記念品贈呈




